
報

彙

尺渓等

　
　
　
囎
京
都
帝
國
大
學
交
學
部
史
血
止
國
吏

　
　
　
　
專
攻
學
生
研
究
旋
行

　
去
る
六
月
の
末
大
阪
河
内
大
和
飛
鳥
地
方
に
行
は
れ
た
研
究
族

行
は
三
浦
教
授
中
村
助
教
授
の
指
導
の
下
に
、
二
十
八
日
午
繭
九

時
大
阪
城
蛙
の
見
受
か
ら
始
ま
っ
た
。
日
進
二
十
三
名
。
師
團
附

滲
謀
秋
永
大
尉
に
案
内
さ
れ
て
紀
州
御
殿
に
行
き
着
く
。
こ
エ
は

咋
春
　
聖
上
陛
下
大
阪
に
行
幸
の
樹
、
摩
滅
寓
所
に
充
て
さ
せ
ら

れ
た
も
の
で
、
當
時
の
御
調
度
用
具
の
類
が
、
そ
の
儘
現
存
さ
れ
て

あ
る
糠
喜
よ
り
庭
上
に
降
の
ろ
。
公
園
ε
す
る
た
め
市
に
貸
下
け

あ
れ
た
庭
園
を
通
り
今
春
甲
冑
の
登
掘
さ
れ
た
西
北
隅
に
到
る
。

こ
Σ
に
て
秋
永
大
尉
は
當
時
の
築
城
爾
の
一
斑
を
論
明
さ
る
。

勝
北
に
回
り
京
橋
口
に
て
淀
君
秀
頼
母
子
自
刃
の
跡
を
弔
ひ
、
金

藏
、
銀
水
、
金
水
を
見
た
が
、
天
守
盗
は
目
下
市
の
手
に
よ
っ
て

天
守
閣
再
建
中
の
た
め
上
れ
な
か
っ
た
の
が
遺
憾
で
あ
っ
た
。
天

守
閣
は
外
観
早
算
、
内
齎
鶴
舞
の
鐵
筋
混
凝
土
建
の
駈
麗
な
も
の

　
　
第
十
五
巷
　
第
閤
號
　
　
六
八
○

で
あ
る
ミ
聞
く
。
そ
の
模
型
を
見
て
も
完
成
の
曉
は
大
大
阪
の
偉

観
ミ
な
る
だ
ら
う
ミ
思
は
れ
る
。
同
設
計
は
天
守
閣
炎
上
の
際
の

瞬
風
縮
ミ
鵬
由
城
ざ
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
時
牟
購
去

四
天
王
寺
に
向
ふ
。

　
四
天
王
寺
に
て
は
二
黒
に
て
籍
物
を
観
る
。
数
多
の
古
文
書
絡

書…

ﾌ
中
に
て
見
る
べ
き
も
の
は
何
－
こ
い
っ
て
も
扇
面
法
華
経
が
歴

年
で
あ
る
Q
扇
面
の
形
を
し
た
も
の
Σ
中
央
か
ら
三
年
し
て
粘
葉

を
し
た
も
の
で
あ
ら
う
書
い
は
れ
る
。
全
部
で
三
十
九
颪
。
明
治

＋
九
年
國
蜜
ε
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
以
前
は
励
弓
形
の

漆
箱
に
納
め
ら
れ
て
あ
っ
て
、
雛
儒
が
時
折
の
眠
氣
暑
し
に
見
て

み
た
ミ
云
ふ
面
白
い
挿
話
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
國
費
に
指
定
さ

る
・
に
及
ん
で
、
そ
の
保
存
法
を
講
じ
、
美
術
學
校
に
製
し
て
硲

子
板
に
て
爾
面
を
挾
み
、
眞
室
に
し
て
封
じ
漁
氣
を
防
い
で
あ
る

が
、
現
在
で
は
飢
に
内
面
に
曇
り
が
生
じ
て
み
る
の
を
見
て
一
段

の
工
夫
が
あ
り
た
き
も
の
ε
思
っ
た
。
爾
面
に
経
文
を
書
い
て
あ

り
、
齪
｛
量
澱
我
情
…
、
妙
法
蓮
朴
畢
経
・
巻
六
、
同
署
七
、
法
同
郷
…
加
理
來
融
…

力
晶
第
二
＋
一
等
が
あ
り
、
裏
面
は
純
文
の
み
で
あ
る
が
、
表
面

は
極
彩
色
の
美
麗
な
る
版
遜
に
な
っ
て
み
る
。
從
來
版
叢
で
あ
る

（ys）



ざ
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
＋
七
八
年
前
裏
面
に
『
佛
告
阿
羅
諦

聴
諦
云
々
』
ミ
あ
る
一
面
の
表
面
の
彩
色
が
脱
落
し
て
、
喉
輪
廓
…

の
線
の
み
が
残
っ
て
み
た
所
か
ら
推
し
て
版
叢
の
事
實
が
獲
見
さ

れ
た
ミ
い
ふ
○
金
銀
粉
胡
粉
を
用
ひ
、
特
に
紅
の
色
頑
な
さ
は
到

底
現
在
で
は
求
め
る
事
の
出
來
ぬ
襟
な
鮮
明
高
雅
な
も
の
で
、
當

晴
に
あ
っ
て
も
大
陸
よ
り
輪
臆
し
た
る
も
の
を
用
ひ
た
も
の
で
あ

ら
う
S
思
は
れ
る
。
叉
烏
帽
子
ε
か
黒
衣
マ
」
か
に
當
る
部
分
の
経

文
の
文
字
は
金
文
字
に
な
っ
て
給
－
こ
経
文
ミ
の
識
別
を
易
か
ら
し

め
て
み
る
。
柳
に
舟
を
配
し
宮
女
を
乗
せ
て
金
銀
粉
を
以
て
彩
色

し
た
も
の
．
芦
の
簾
に
女
官
が
紅
葉
の
枝
を
持
て
る
も
の
、
當
時

の
商
家
の
状
況
を
描
爲
せ
る
も
の
、
胡
粉
を
以
て
雪
マ
」
し
、
簾
の

蔭
に
女
官
の
座
せ
る
雲
景
色
等
美
麗
巧
緻
の
筆
法
に
て
描
い
て
あ

る
が
特
筆
す
べ
き
は
「
法
而
諸
衆
生
云
た
」
ざ
あ
る
一
面
等
の
、
全

面
墨
流
し
を
施
し
之
を
利
用
し
て
雄
大
な
る
由
水
叢
、
こ
し
た
も
の

な
さ
で
あ
っ
た
。

　
文
書
の
中
に
は
四
天
王
寺
主
務
情
性
善
薩
解
歌
が
あ
る
。
「
敦
賀
、

津
の
升
米
は
正
立
四
年
か
ら
六
箇
年
問
紙
園
耽
に
寄
せ
ら
れ
蹴
後

十
箇
年
西
大
寺
に
答
せ
ら
れ
て
四
王
院
の
修
造
料
所
ミ
す
る
歎

　
　
　
藁
　
　
　
　
報

々
』
ミ
の
意
味
あ
る
永
仁
四
年
十
「
月
附
の
解
状
で
あ
っ
て
、
忽
性

の
華
に
な
っ
た
解
歌
な
る
事
は
，
疑
・
を
挿
む
飴
地
が
な
い
。

　
二
十
五
三
味
私
記
一
巻
は
青
蓮
院
主
愈
愈
法
親
王
の
筆
な
り
ざ

言
ふ
の
で
あ
っ
て
、
井
上
勘
三
郎
な
る
入
か
ら
四
天
王
寺
に
寄
附

し
た
も
の
で
あ
り
、
蓋
の
裏
に
も
有
御
判
並
極
札
m
こ
あ
り
、
奪
鎭

法
親
王
の
筆
に
な
っ
た
事
は
確
か
だ
一
こ
思
は
れ
る
。

　
橘
守
算
筆
四
天
王
寺
圏
は
三
幅
よ
り
成
り
四
天
王
寺
の
完
全
な

る
全
景
を
描
い
た
も
の
、
江
戸
中
期
に
成
っ
た
も
の
ε
思
は
れ
る
。

圖
に
よ
れ
ば
五
重
塔
も
東
西
二
つ
乍
ら
存
し
、
太
子
殿
、
金
堂
、

講
堂
以
下
の
堂
塔
の
完
備
し
た
大
伽
藍
を
現
出
し
て
み
る
。
特
に

面
白
く
感
じ
た
の
は
、
岡
に
大
阪
道
ミ
し
て
同
寺
よ
り
北
走
し
た

道
を
描
い
て
あ
る
事
で
あ
る
。
覗
在
四
天
王
寺
は
市
の
中
央
部
繁

華
な
地
域
を
占
め
て
み
る
が
、
此
岡
の
成
っ
た
當
時
は
未
だ
大
阪

ミ
は
明
瞭
に
市
塵
せ
ら
れ
て
る
た
事
で
あ
る
。
大
阪
市
獲
蓬
の
好

蓼
好
史
料
た
る
を
失
は
な
い
で
あ
ら
う
。

　
讐
物
の
見
無
終
つ
た
の
が
哺
時
少
し
前
、
引
鋤
い
て
漬
物
館
に

到
り
陳
列
島
を
面
嫌
、
傳
土
佐
光
信
簑
の
太
子
論
傳
六
書
が
光
っ

て
み
た
。

　
　
駕
躍
十
五
巷
　
第
四
恥
脳
　
　
六
入
一

（179）



　
　
　
　
藁
　
　
　
　
報

　
本
坊
に
館
っ
て
聲
食
の
後
同
寺
を
辞
去
し
、
南
海
電
車
李
野
線

に
よ
り
早
笛
着
、
藤
野
郷
町
の
蕉
家
末
吉
勘
四
郎
氏
宅
に
向
ふ
。

古
風
の
落
着
い
た
宏
肚
の
建
物
に
世
々
土
豪
ε
し
て
、
海
外
貿
易

家
を
も
出
し
、
叉
町
年
号
の
世
家
で
も
あ
っ
た
背
の
面
影
が
偲
ば

れ
る
。

　
同
家
所
願
の
文
書
の
中
に
て
、
最
も
古
き
は
頼
朝
が
源
光
清
を

撮
津
武
庫
細
小
栓
の
下
司
及
二
丈
職
に
補
任
し
た
壽
永
三
年
五
月

十
八
日
附
の
補
任
歌
で
頼
朝
の
鮮
か
な
花
押
が
見
え
る
。

　
李
五
指
は
自
治
の
行
は
れ
た
土
地
ミ
て
、
天
正
元
年
十
二
月
壮

一
日
貸
の
衆
議
歌
は
卒
野
趣
の
自
治
罷
に
就
て
の
決
議
を
し
た
も

の
で
あ
り
、
不
野
庭
年
害
血
刹
起
講
文
は
寛
永
四
年
十
一
月
＋
九

路
よ
り
始
ま
り
、
上
庄
の
年
寄
に
推
さ
れ
た
人
々
の
起
請
の
た
め

の
血
制
歌
で
あ
「
る
。

　
秀
吉
書
書
款
に
は
天
正
十
四
年
八
月
十
六
日
附
で
末
吉
勘
兵
衛

を
河
州
丹
北
郡
布
忍
村
千
石
代
官
に
任
じ
た
も
の
が
あ
り
、
天
正

十
六
年
九
月
廿
「
日
難
聴
寄
港
宛
に
螢
業
税
を
冤
許
し
た
朱
印
歌

が
あ
る
。

　
内
國
航
路
の
発
駄
ざ
し
て
は
天
正
十
六
年
八
月
四
日
附
上
杉
家

　
　
　
僧
罪
十
↓
血
巻
　

第
囲
…
號
　
　
　
山
ハ
入
二

の
印
あ
る
末
吉
勘
兵
部
宛
の
も
の
が
あ
る
。

　
慶
長
五
年
家
康
禁
制
は
驕
ヶ
原
合
戦
當
時
の
も
の
で
あ
る
。
軍

野
一
帯
を
治
め
る
末
吉
家
が
同
方
面
の
敗
軍
の
爲
、
害
を
蒙
る
を

慮
っ
て
下
附
を
願
っ
た
も
の
、
合
戦
は
九
月
＋
五
日
に
畢
っ
て
み

る
が
、
こ
の
禁
制
の
日
付
は
九
月
世
一
日
附
に
な
っ
て
み
る
。

　
慶
長
十
九
年
家
康
禁
制
は
大
阪
冬
の
陣
の
蟹
江
に
東
軍
よ
り
下

附
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
蓋
附
は
十
月
壮
九
日
附
、
漁
家
康
弘

忠
恕
の
密
約
二
寸
五
分
の
朱
印
が
あ
る
。
反
訴
側
の
秀
頼
側
①
禁

制
－
こ
し
て
は
慶
長
十
九
年
十
月
仕
六
日
附
の
も
の
が
あ
る
。

　
別
に
長
井
宗
左
衛
門
長
重
前
書
が
あ
る
。
長
重
は
末
吉
勘
兵
衛

を
助
け
た
る
人
で
、
こ
の
詞
書
は
慶
長
十
二
年
よ
り
寛
文
4
4
二
年

に
至
る
も
の
、
卒
野
庄
を
中
心
ミ
し
て
大
阪
そ
の
他
の
地
ミ
の
關

係
を
年
代
順
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
外
帯
貿
易
に
間
し
た
も
の
に
は
遍
満
の
徳
隆
四
年
五
月
二
＋
五

田
（
寛
永
九
年
）
附
の
も
の
で
、
安
南
遍
照
載
録
が
あ
る
。
末
吉
家

よ
り
の
進
物
に
封
ず
る
答
禮
の
進
物
の
目
録
で
あ
る
。

　
邊
羅
渡
航
朱
印
歌
は
『
自
日
本
到
蓬
羅
國
舟
也
』
ε
あ
る
次
に
、

慶
長
十
三
年
戊
申
孟
秋
二
十
五
日
の
日
附
が
あ
っ
て
、
最
後
に
源

（ISO）



家
康
弘
忠
恕
の
家
康
の
朱
印
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
李
野
郷
縮
綴
は
元
中
七
年
九
月
に
柳
澤
萬
朋
守
家
臣
富
田
仁
兵

衛
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。
郷
の
周
園
に
濠
を
廻
ら
し
、
地
割

も
略
碁
盤
割
に
よ
く
出
町
て
る
る
。
宛
ら
一
城
郭
を
形
成
し
要
所

々
々
に
木
戸
を
設
け
、
そ
の
北
部
に
壁
塗
に
濠
を
廻
ら
せ
る
末
吉

邸
、
か
あ
り
、
堺
ミ
共
に
自
治
を
以
て
治
め
た
同
郷
の
外
貌
が
察
せ

ら
れ
る
。

　
そ
の
他
、
末
吉
勘
兵
衛
書
像
、
末
吉
孫
左
衛
門
書
…
像
は
霞
像
の

好
標
本
で
あ
り
、
三
好
嚢
縷
、
徳
川
頼
宣
，
同
義
直
、
伊
達
政

宗
、
前
田
利
家
、
早
島
正
則
，
土
弁
利
勝
、
本
多
忠
勝
、
曾
崇
傳

等
よ
り
の
書
歌
は
宋
吉
家
ミ
中
央
要
路
の
入
《
こ
の
交
渉
を
偲
ば

せ
る
。

　
露
国
二
年
五
月
十
七
日
附
の
直
義
の
禁
制
は
紳
宮
寺
宛
に
下
し

た
も
の
、
｛
、
神
宮
寺
し
の
三
字
の
み
墨
色
筆
勢
が
異
っ
て
み
る
の

は
澤
由
用
意
さ
れ
た
禁
制
の
中
か
ら
請
に
慮
じ
て
講
富
者
の
名
を

入
れ
て
下
附
し
た
も
の
ミ
思
は
れ
る
。
直
義
の
花
押
の
あ
る
も
の

で
こ
れ
は
隠
匿
郷
町
杭
全
紳
肚
の
所
藏
で
あ
る
。

　
同
家
古
文
書
の
見
學
を
終
り
、
剛
同
杭
全
紳
鮭
、
及
宋
吉
家
薙

　
　
　
粟
　
　
　
　
報

邸
跡
を
見
て
、
再
び
末
吉
家
に
蹄
り
一
行
思
ひ
が
け
ぬ
饗
癒
に
預

っ
た
後
七
時
過
、
折
か
ら
の
瞭
爾
の
中
を
大
御
に
よ
り
當
庶
寺
に

向
ふ
。

　
當
運
座
に
下
車
。
闇
路
を
辿
っ
て
八
時
過
奥
院
宿
坊
着
。
晩
餐

後
覆
院
の
書
様
そ
の
他
を
観
、
終
っ
て
懇
談
に
刻
を
移
し
て
十
｝

時
過
就
床
し
た
。

　
二
十
九
日
は
午
前
七
時
先
づ
奥
院
の
費
物
を
見
回
し
た
。

　
法
然
潜
入
像
は
膠
芽
寺
二
院
の
本
奪
－
こ
し
て
安
置
せ
る
も
の
。

上
人
十
二
代
法
孫
誓
阿
の
彫
刻
に
な
れ
る
も
の
一
こ
傳
へ
、
元
、
知
恩

院
に
あ
っ
た
の
を
此
の
擬
声
に
移
し
た
も
の
で
、
當
癩
寺
が
元
眞

言
の
み
で
あ
っ
た
の
が
、
之
よ
り
眞
言
浮
土
の
二
宗
隔
こ
な
っ
た
所

以
で
あ
る
。
観
経
曼
茶
羅
は
、
取
堂
本
愈
、
こ
せ
る
文
図
書
茶
羅
の

複
本
で
あ
っ
て
、
恵
心
僧
都
の
筆
に
な
る
ミ
言
ふ
も
、
足
利
時
代

に
成
っ
た
ぐ
）
思
は
れ
る
購
が
多
い
。

　
書
院
を
餅
し
本
坊
に
至
り
曼
爬
羅
堂
（
本
堂
）
、
講
堂
、
金
堂
を

順
次
見
潤
し
た
Q

　
曼
茶
羅
堂
（
本
堂
）
は
白
鳳
年
間
河
内
國
交
野
郡
山
田
郷
よ
り
移

建
さ
れ
た
も
の
ミ
言
ふ
が
、
後
泄
諸
所
を
修
繕
の
爲
、
僅
に
雄
大

　
　
　
第
十
五
巻
　
第
四
號
　
　
六
入
興

（18ユ）



　
　
　
　
棄
　
　
　
　
報

な
趣
を
見
せ
る
の
み
で
鎌
倉
風
の
建
方
が
明
に
看
取
さ
れ
る
。

　
力
車
曼
善
導
は
本
堂
の
本
奪
ε
し
て
安
置
せ
ら
れ
る
。
古
曼
茶

園
の
複
本
で
あ
る
に
拘
ら
す
、
却
っ
て
文
魑
曼
茶
羅
が
國
費
に
指

定
さ
れ
て
る
る
。
法
橋
慶
舜
、
專
慶
の
筆
ミ
菖
は
れ
銘
文
は
後
柏

原
天
皇
。
か
文
穂
三
年
震
早
し
給
ふ
所
で
あ
る
。
原
本
の
古
曼
茶
壷

は
折
柄
の
梅
雨
期
の
た
め
見
る
事
が
出
備
な
か
っ
た
。
須
、
彌
壇
は

黒
漆
苦
汐
で
唐
草
模
様
が
あ
り
、
金
物
に
寛
元
元
年
五
月
日
尼
眞

蓮
の
銘
が
あ
る
が
、
擬
費
珠
に
は
浮
慶
妙
仲
天
正
十
一
年
癸
未
時

正
二
月
轟
ハ
n
口
、
こ
あ
り
、
　
一
部
修
覆
の
跡
。
か
窺
は
れ
る
O
乱
講
｛
堂
は
乾

元
二
年
に
再
建
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
、
四
生
の
本
瓦
葺
の
も
の
。

阿
彌
陀
如
來
坐
像
は
金
色
の
太
彫
で
あ
り
、
講
堂
の
本
奪
ミ
し
て

安
置
す
。
藤
原
末
期
の
作
・
こ
思
は
れ
る
。
吉
夢
天
立
像
は
崇
高
な

感
じ
の
す
る
像
で
あ
る
が
、
特
に
光
背
の
簡
素
な
の
が
此
の
像
の

清
純
さ
を
張
調
し
て
み
る
。
彩
色
は
殆
，
ご
剥
落
し
て
み
る
。
弘
仁

期
の
太
彫
。
妙
芸
愚
意
立
像
は
簡
素
な
衣
紋
が
佛
艦
を
輕
や
か
に

流
れ
て
霊
膿
感
を
儲
に
現
し
た
弘
仁
期
の
木
彫
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
鎌
倉
痔
代
の
地
墨
菩
薩
立
像
。
藤
厭
時
代
の
木
彫
の

十
一
面
槻
音
立
像
．
、
鎌
倉
時
代
の
千
手
…
王
者
立
像
が
あ
る
。

　
　
　
第
十
五
谷
第
四
競
　
　
六
四
四

　
金
堂
は
正
中
三
年
の
修
造
で
あ
る
。
柱
に
文
永
の
樂
書
の
あ
る

が
而
憂
い
。
彌
勒
菩
薩
坐
像
は
金
堂
の
本
奪
で
あ
り
、
高
八
尺
塑

像
乾
漆
混
用
像
で
あ
る
。
四
天
王
立
像
は
多
聞
天
を
除
く
三
像
は

天
李
時
代
の
も
の
で
あ
っ
て
、
壁
心
乾
漆
像
で
あ
る
。
作
者
不
明

多
聞
天
は
鎌
倉
時
代
に
補
作
さ
れ
た
も
の
で
木
彫
で
あ
る
。
彌
勒

像
の
爾
側
に
二
単
寧
並
立
し
て
あ
る
の
が
珍
し
い
。

　
東
塔
、
西
塔
は
白
鳳
時
代
－
こ
の
説
も
あ
る
が
、
先
づ
和
鋸
天
李

頃
の
創
建
ミ
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
只
昔
乍
ら
に
爾
塔
の
存
し
て

み
る
の
は
こ
の
寺
の
誇
で
あ
る
。
軒
深
く
屋
根
の
勾
配
緩
や
か
に

相
輪
ミ
塔
身
－
こ
が
奨
し
い
比
を
保
ち
、
雄
肚
な
感
じ
を
抱
か
せ
る
。

　
梵
鐘
は
日
本
現
存
の
梵
書
中
最
古
の
も
の
ε
言
は
れ
る
。
白
鳳

期
の
も
の
で
あ
る
。

　
午
前
＋
階
當
鷹
寺
を
後
に
萬
葉
古
蹟
研
究
家
辰
巳
利
文
氏
の
好

意
に
依
り
、
そ
の
東
道
を
得
て
飛
鳥
地
方
に
認
っ
た
。
吉
野
電
車

岡
寺
騨
若
。
慮
動
車
を
雇
う
て
飛
鳥
地
方
の
史
跡
を
巡
魔
の
途
に

上
っ
た
。

　
菖
蒲
ヶ
池
古
墳
は
畦
道
を
辿
っ
て
小
丘
の
中
腹
に
あ
る
。
夫
婦

含
里
塚
で
古
く
よ
り
獲
見
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
手
前
の
石
棺
中
の

（　IS2　）



も
の
は
盗
掘
さ
れ
て
あ
る
。
凝
灰
岩
を
用
ひ
て
あ
る
も
の
で
、
誰

の
塚
ε
も
判
明
せ
ぬ
が
、
多
分
皇
族
の
塚
で
あ
ら
う
ミ
言
は
れ
る
。

　
川
原
寺
は
一
名
弘
福
寺
ε
も
云
ふ
。
翠
雨
天
皇
以
前
の
創
建
で

あ
る
。
今
は
一
草
堂
が
野
中
に
淋
し
く
立
ち
往
古
の
大
伽
藍
の
礎

石
二
＋
鹸
個
を
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
礎
石
は
方
形
の
白
子
磯
で

唯
歯
の
川
原
寺
の
位
置
の
一
班
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
外
廓
を
詳

に
す
る
由
が
な
い
。
そ
の
三
町
四
方
が
史
跡
指
定
地
「
こ
な
っ
て
み

る
が
、
そ
の
以
外
に
も
及
ん
で
み
た
・
こ
思
は
れ
る
。
登
掘
さ
る
・

充
片
は
白
鳳
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
同
寺
の
清
談
は
四
天
王
中
こ

艦
の
み
で
何
れ
も
・
弘
仁
期
の
も
の
で
國
實
で
あ
る
。

　
禦
徳
太
子
が
橘
寺
に
て
勝
髭
経
を
講
ぜ
ら
れ
た
時
、
蓮
花
の
降

つ
九
ご
い
ふ
太
子
に
由
緒
深
き
同
様
は
朝
常
美
煙
感
も
撒
多
く
藏

せ
ら
れ
て
る
た
が
、
法
隆
寺
建
立
に
及
び
目
星
．
し
い
も
の
は
殆
，
ご

法
隆
寺
に
持
ち
表
ら
れ
た
ら
し
い
。
畝
割
塚
、
こ
言
っ
て
方
五
六
間

の
築
石
が
あ
り
、
大
熱
令
に
あ
る
尺
度
の
標
準
－
こ
な
り
一
反
の
十

分
一
を
象
っ
た
も
の
で
あ
る
ミ
云
ふ
。

　
俗
に
石
繋
累
ε
云
ふ
露
出
石
膠
は
小
字
池
田
に
あ
る
。
盆
古
馬

子
島
大
隠
・
こ
號
し
此
の
附
近
に
宏
大
な
邸
宅
セ
構
へ
て
る
た
も
の

ら
し
い
此
附
近
一
帯
が
飛
鳥
宮
の
内
最
も
古
い
京
蛙
で
、
漸
次
北

　
　
　
藁
　
　
　
　
報

命
の
低
地
に
京
趾
が
移
っ
て
行
っ
た
や
う
で
あ
る
。

　
岡
寺
は
長
男
土
語
－
こ
黒
し
眞
言
宗
に
属
し
て
み
る
。
天
智
天
皇
二

年
岡
本
宮
を
以
て
義
淵
に
與
へ
伽
藍
を
建
立
し
た
の
に
始
ま
る
。

如
意
輪
観
音
は
そ
の
本
愈
－
こ
し
て
安
置
さ
れ
た
丈
六
の
塑
像
で
あ

り
、
僧
塞
海
が
三
國
の
練
土
を
以
て
作
っ
た
嘔
こ
傳
へ
ら
れ
る
。
塑

像
，
こ
し
て
本
邦
最
大
の
も
の
で
、
唇
の
朱
が
佛
艦
の
胡
粉
を
好
く

封
象
し
て
み
る
（
國
費
）
。
龍
蓋
寺
，
こ
刻
せ
ら
れ
た
古
言
は
、
一
部

分
駆
除
せ
る
が
た
め
に
、
聖
別
に
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
一
こ
云
は

れ
る
G
天
武
天
皇
の
震
翰
ミ
傳
ふ
る
も
そ
れ
よ
り
後
の
も
の
ら
し

い
。
三
葉
像
は
、
中
学
の
長
五
尺
位
の
も
の
（
國
費
）
。
，
弘
法
大
師

作
・
こ
傳
へ
る
が
弘
仁
よ
り
少
し
以
後
の
も
の
ら
し
い
。

　
飛
鳥
小
盗
校
北
側
を
断
つ
た
臨
、
そ
の
石
器
ら
し
い
も
の
が
現

れ
、
飛
鳥
浮
言
原
宮
島
「
こ
観
測
さ
れ
た
が
、
前
々
日
來
の
豪
雨
の

た
め
水
溜
、
こ
な
り
、
残
念
乍
ら
検
討
す
る
事
が
出
來
な
か
っ
た
。

そ
れ
よ
り
推
古
天
皇
豊
浦
宮
趾
を
通
り
元
…
樂
黙
認
に
至
る
。

　
元
嚢
師
寺
は
天
武
天
皇
白
鳳
九
年
皇
后
不
豫
に
て
そ
の
誓
願
の

嘗
め
に
建
立
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
東
塔
の
礎
石
は
昔
乍
ら
に

存
し
て
み
る
が
、
西
塔
の
礎
石
は
散
逸
し
て
存
し
な
い
。
後
生
駒

郡
都
寄
席
に
移
さ
れ
た
が
、
東
塔
の
礎
石
よ
り
見
て
、
柱
は
角
柱

　
　
　
第
十
玉
巷
　
　
第
一
閃
［
號
　
　
　
⊥
ハ
入
五

（IS3）



會

報

で
あ
っ
た
事
が
想
像
さ
れ
る
。

　
見
墨
を
終
っ
た
一
行
は
自
動
車
を
騎
っ
て
、
橿
原
神
宮
前
に
至

り
、
騨
宮
に
額
つ
い
た
。
二
穫
に
亙
っ
て
直
入
的
な
太
陽
の
直
射

豪
雨
欝
欝
に
も
屈
せ
す
古
跡
を
尋
ね
古
文
書
類
を
見
養
し
て
各
自

の
研
究
慾
を
十
二
分
に
満
足
さ
せ
た
一
行
は
こ
Σ
で
悉
く
も
裸
を

分
っ
て
東
西
に
解
散
し
た
。
〔
宮
田
〕

會

艮薬亭

寄
贈
交
換
圖
書

史史宗日経龍束肚人史民

鷺欝騰園内
誌苑術計評壇報誌誌學學

二
の
六
、
七
、
八
　
　
　
　
　
民
族
獲
行
所

九
の
一
　
　
　
　
　
　
　
三
田
史
學
．
會

四
五
の
四
附
録
、
四
五
の
六
－
八
東
京
入
類
墨
會

七
四
、
七
五
、
七
六
　
　
　
　
　
日
本
枇
會
學
會

一
八
の
三
　
　
　
　
　
三
洋
協
會
學
術
調
査
部

三
の
一
　
　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
墨
史
墨
會

三
一
の
一
、
こ
、
三
　
京
都
帝
國
大
型
纏
濟
學
會

一
　
　
　
　
　
　
　
早
年
田
大
器
日
本
墨
協
會

．
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物

刀
劒
研
究

一
一
の
三

四
の
三
、
四
、
五

四
一
の
七
、
八

　
　
　
五
の
七
、
八

一
六
の
七
、
八

宗
教
ミ
藝
稽
魅

立
教
大
學
史
學
會

史
　
　
畢
　
　
會

同
保
存
協
温

語
　
　
人
　
　
醗

餓
ず
T
｝
血
巻
　
策
四
號
　
　
　
山
田
八
山
ハ

証言考考訂史
　きコ　　ヒ

鼠舞古欝

俗叢誌三蹟究

二
の
一

一
の
六

｝
の
閃

二
〇
の
七
、
八

三

一
の
七
一
一
〇

語
原
歴
史
學
研
究
所
週
刊

歴
巾
朱
地
拠
篇
　
r
皿
山
ハ
の
二

朝
鮮
學
報
　
一
の
一
　
。

域
鏡
道
及
び
黄
海
道
の
方
言

近
代
日
支
鮮
闘
…
係
の
研
究

　
　
　
　
廣
島
史
學
研
究
會

　
　
　
　
京
都
史
蹟
・
會

　
　
　
　
東
京
考
古
學
會

　
　
　
　
考
古
　
學
會

台
北
帝
國
大
墨
國
語
國
文
學
會

自
立
中
山
大
弐
語
言
歴
史
學
研
究
所

　
　
㎜
七
ー
コ
一
三
、
一
二
五
一
＝
一
八

　
　
　
　
　
　
國
立
中
山
大
學

　
　
　
　
　
日
本
歴
史
地
理
墨
會

　
　
　
　
　
　
朝
鮮
學
報
赴

　
　
　
京
城
帝
國
大
墨
法
文
藥
部

御
成
致
式
目
研
究
（
植
木
直
一
郎
著
）

日
本
文
化
史
概
論
（
西
村
眞
旧
著
）

荘
園
冒
録
（
八
代
國
治
編
）

　
　
麟
會
員
動
静

　
　
　
醐
入
　
　
　
　
會

京
都
市
北
白
川
久
保
田
町
二
二
澤
田
方
　
　
武

諸
豪
布
東
九
番
町
十
五
東
野
方
　
　
　
　
　
内

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
島
田
貞
彦
氏
）

　
　
　
懸
逝
　
　
　
　
央

横
構
茂
雄
氏
盤
谷
鴻
氏

　
　
右
謹
み
て
哀
悼
の
意
を
表
す

八東岩同

代　波
　京
恒　書

治堂店上

　　（IS4）

　
政
　
治
氏

田
　
　
渤
氏


